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第９回川口市総合計画審議会 会議録 

会議の名称 第９回川口市総合計画審議会 

開催日時 令和７年１０月７日（火） 午前１０時から午後１０時４０分 

開催場所 第二本庁舎 ２６０１Ｂ大会議室 

出 席 者 

（会 長）伊藤会長 

（副会長）金井副会長 

（委 員）宇田川委員、若谷委員、芝﨑委員、板橋委員、廣瀬委員、 

福井委員、長堀委員、小嶋委員、長江委員、浅羽委員、 

瀧澤委員、安達委員、大関委員、岡本委員 

（その他）竹内政策審議室長、石田政策審議員、村田政策審議員、 

鹿岡政策審議員、中村企画財政部長、小川次長兼企画経営課長、 

中山課長補佐兼企画係長、藤木主査、舩津主査、菅原主任、 

豊島主事 

三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング西尾氏、杉山氏 

会議内容 

■ 開 会 

〇議事 

（１） パブリックコメントの結果報告について 

（２） 答申について 

〇その他 

■ 閉 会 

会議資料 

次第 

委員名簿および席次 

資料１「第６次川口市総合計画（案）に対するパブリックコメントの結果

について」 

資料２「第６次川口市総合計画答申案」 

「審議会委員からの意見に対する事務局での検討結果について」 

発言内容 

開会に先立ち、本審議会の委員であった方が去る８月４日に逝去された。

心から哀悼の意を表すとともに、御冥福を祈り、黙とうをささげる。 

 

１ 開会 

 本日が最後の審議会となる。本審議の様子を写真撮影し、第６次川口市

総合計画書に掲載する可能性があるためご了承いただきたい。 

 

２ 議事 

【会長】 

本日の会議録署名人は、会長と大関委員、岡本委員の３名である。 
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（１）パブリックコメントの結果について 

８月 15 日から９月 16 日までの１カ月間、第６次川口市総合計画（案）

についての意見募集をしたところ、資料１のとおり７者から計 14件のご意

見・提案等をいただいた。内訳は、案文の修正が６件、施策の提案が７件、

個別対応を求める案件が１件、賛成意見が１件である。 

資料２の答申案とページを合わせているが、意見公表時にはパブリック

コメント案のページ番号に修正し公表する。 

１番は、13 ページの最終段落に「省エネルギー機器の導入および」とい

う文言を追加する提案である。こちらは、既に個別計画等に文言が掲載さ

れており、本計画に掲載するには個別内容であるため原案のままとする。 

２番は、22ページ（８）の「ゼロカーボンシティ」への取り組みについ

て、「記載内容に賛成する」旨の意見である。この意見に続けて意見提出者

である企業の取り組みに関する情報提供がされていたが、パブリックコメ

ント担当課との協議の結果、一企業の取り組みをパブリックコメントの意

見として公表することは適当ではないと判断し、案文の内容に対する意見

のみを公表することとした。 

３番は、23 ページ２段落目について、「レジリエンスを向上させること

が重要です。」という文章を「レジリエンス向上には、エネルギーの多重化

により」と続く、レジリエンス向上のための具体的な取り組みを入れる旨

の意見である。こちらは、まずは具体的な取り組みの前にレジリエンス向

上が重要であることを説明するため、原案のままとする。 

４番は、協働に関連する、30ページの図表などについての意見である。 

公募意見を採用し、（３）の図表上から２番目「誰もがお互いを認め合い、

安心して暮らせるまち」に「協働」を追加する。 

５番は、協働に関連する施策の意見である。１点目は各部署の職員が協

働コーディネーターとして多様な主体との橋渡し役となるような仕組みづ

くりに取り組むこと、２点目は全庁的な連携を強化することを回答しご理

解いただきたいと考えている。 

６番は、56 ページ、めざす姿１施策３の「誰もが役割と生きがいを持て

る地域共生社会の実現」について、「川口市民はすでにほぼ全員が役割と生

きがいを持って生活しているため、表現を変更すべき」との意見である。

これは市民一人ひとりがそれぞれの役割を感じ、そして生きがいを見つけ

られるような環境を整えることをめざしているものであるため、原案のま

まとする。 

７番は、70 ページ、めざす姿４施策２の内容に関連して「文化財の展示・
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保管施設について、保管収容と展示が十分できる施設に移転すべき」とい

う意見である。こちらは、収蔵機能も含めた必要な施設の在り方は課題で

あると認識している旨を回答することでご理解いただきたいと考えてい

る。 

８番は、同じく 70 ページ、めざす姿４施策２単位施策③について、音楽

を活用した目標を示す提案である。こちらは、既に音楽を活用した目標の

趣旨も含めた表現としているため、原案のままとする。 

９番から 13 番については、総合計画案の内容に関連して、東川口駅周辺

のブランドイメージ向上や活性化につなげるための具体的な施策の提案で

ある。９番は、提案の主旨とまとめ部分のみ抜粋したもので、「総合計画の

中に「戸塚・東川口を活かす戦略」を組み込んでいただきたい」との意見

であるが、各地域の施策は「各地域のめざす方向性」などで示しているこ

とから原案のままとする。10 番から 13 番の意見は、戸塚地区などを含め

た東川口駅周辺の具体的な提案であるため、それぞれの施策を進めていく

旨を回答する。総合計画書の修正は行わない予定である。 

14 番は、個別の案件になる。実際には具体的な場所が記載され、対応を

求める内容となっていたため、場所や世帯が特定されるおそれのある表現

を変更している。意見の提出を受けてからすぐに担当課に対応を依頼し、

現在は対応中であるため、その旨を記載している。 

最後に、番号のついていない意見について、氏名や住所等、個人を特定

できる情報の記載がないため、パブリックコメント募集に対するご意見と

することはできないが、担当部局に内容を共有したうえで、環境や都市整

備に関わる意見として、「市の考え方」は掲載せずに公表する予定である。 

  

【会長】 

ただ今の説明について、委員から意見・質問等はあるか。 

意見がないため、この内容で結果報告を行うことでよいか。 

 

【委員】 

 異議なし。 

 

（２）答申案について 

【事務局】 

資料２は 10 月 17 日に市長に対して提出する答申案である。パブリック

コメント募集前に、委員のみなさまに内容に関わる変更を共有しているが、

その他の修正として、細かい文言や表記の統一・調整も行っている。 
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また、前回の審議会での意見への対応を、既に送信したものも含め、一

覧にして配布している。対応を検討中としていた個別計画や広報一覧の QR

コードの掲載については、市ホームページに掲載予定の総合計画書の PDF

に、該当する計画ページへのリンクを追加することなどで対応したい。 

今後は、内容に関わらない点検作業について、特に見やすいレイアウト

を心掛け、適切な図表や写真を採用し、全体のデザインの検討と併せて、

製本まで慎重に行っていく。 

 

【会長】 

ただ今の説明について、委員から意見・質問等はあるか。 

 

【委員】 

 前回の総合計画には用語解説が付いていたが、現在の案には付いていな

い。例えば「レジリエンス」など、一般にはわかりにくいような用語があ

る。 

 

【事務局】 

 現在、用語解説の作成を行っている。答申案としては計画の内容のみを

確認していただいているが、答申後、用語解説案を委員に確認していただ

きたいと考えている。 

 

【会長】 

 他はいかがか。 

 他に意見等ないようであるので、本内容にて確定とさせていただく。本

内容で、10 月 17 日に会長と副会長から市長に答申する。 

 

３．その他 

【事務局】 

 本日の会議録については、作成後に各委員に確認の上、市ホームページ

等に公開する。 

 

【会長】 

本日が最後の審議会となる。委員から最後に一言ずついただきたい。 

 

【委員】 

 みなさまのお力添えのもと答申まで進み、有難かった。川口市が今後も
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色々な方と協力していける形をとっていければよい。総合計画に基づいて

施策を展開されることを期待している。 

 

【委員】 

 市議会から 4 名参加したが、各分野で活躍するみなさまのご意見を拝聴

し、川口市に対する想いを知ることができた。この会議に参加させていた

だき感謝している。 

 

【委員】 

 充実した審議会だったと感じている。会長と副会長のリーダーシップの

もと、各委員と事務局のお力を借りてとてもよいものができたと思う。 

 

【委員】 

 川口市はこの頃話題が多く、市議会でも盛んに議論している。魅力度ラ

ンキングで埼玉県が最下位となったが、川口市はポテンシャルがあると思

う。この総合計画とともに、よいまちにしていきたい。 

 

【委員】 

 みなさまと意見交換の機会をいただき有り難かった。いろいろな考え方

や見方があり、毎回勉強になった。 

 

【委員】 

 会長はじめ委員・事務局のみなさまに感謝している。経済団体・企業経

営者・市民の立場から参加して、市民にとって見やすい資料になるように

意見をした。大変勉強になった。 

 

【委員】 

 経済団体から女性会として参加した。会長はじめ事務局は大変だったか

と思う。感謝申し上げるとともに、川口市の職員の能力の高さを感じた。

川口市に引っ越してから 20 年間だが、川口市が大好きで、サステナブルで

より素敵なまちになるよう、これからもみなさまと力を合わせていきたい。 

 

【委員】 

 １年間大変お世話になった。川口市について知らないことも多く、学び

の多い会であった。川口市が輝きあふれるまちになるよう取り組んでいけ

ればと思う。 
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【委員】 

 みなさまのそれぞれの分野の豊かな経験と知識からのご発言に気づきの

連続であった。事務局のみなさまについても膨大な文章を取りまとめいた

だきお礼申し上げる。 

 

【委員】 

 会長はじめ、委員、事務局とお世話になりました。審議会は裁判員制度

のようなものだと捉え、専門家と市民との間を埋めていくことを意識して

取り組んだ。次回以降、委員の方にはそういったアナウンスもあるとより

有意義なものになると感じる。 

 

【委員】 

 川口市について色々なテーマで１年間様々な意見を交わすことができ、

とてもよかった。みなさまから川口市をよくしたいという想いが伝わって

きた。総合計画完成後も自分の出来るところで頑張っていきたい。 

 

【委員】 

 あっという間の１年であった。学校教育の立場で参加したが、会長中心

に各委員の色々な視点、また川口の知らなかったことを学べる場となった。

事務局の方にも委員の意見を受け止めていただきながら計画を作っていた

だいた。これからも「笑顔があふれて輝く川口」であるため、この 10年の

計画を実現してほしいという思いである。 

 

【委員】 

 スポーツ界を代表して参加した。川口市のスポーツ界では、若者が元気

に活動している。川口市がさらに魅力のあるまちとなるよう、スポーツ界

でも頑張っていきたい。毎回膨大な量の資料を作成いただいた職員に感心

した。 

 

【委員】 

 公募市民として参加した。2019 年に結婚を機に川口市に引っ越しをして

きたが、子どもが生まれたことで、子どもが将来この街に住んで良かった

と思ってもらえるような街になってほしいという思いが強くなった。今回

の審議会で川口市のためを思って色々な立場の方が議論しているのを聞

き、勉強になるとともに、川口の未来は明るいと感じた。ただ、普段の生
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活の中では、こういった取り組みがあることを知らないため、広報を通し

て取り組みを市民に広めることが重要と感じた。今後も市民としてできる

ことをやっていきたい。 

 

【委員】 

 公募市民として参加した。応募前は総合計画や審議会の存在自体知らな

かった。１年間の審議を通して、次の 10年につなげる取組を行っているこ

とを知ったことがいちばんの収穫であった。自身は川口市の男女共同参画

情報誌「Co-Labo」の編集委員であるが、本計画を多くの市民に共有しても

らえるよう、なにか発信ができないかと考えている。市民として自分がで

きることを考えていきたい。 

 

【会長】 

 副会長はじめ委員のみなさま、１年間ご苦労様だった。委員のみなさま

が資料をよく読み込んで、自分の知見や経験を活かして色々な意見をだし

ていただき、活発な意見交換ができた。心から敬意を表したい。 

本計画は今後の 10年の方向性を決める羅針盤となると確信している。委

員の意見を取りまとめた事務局についても１年間ご苦労様だった。事務局

の経験を川口市の市政に活かしていただきたい。 

 

【事務局】 

 事務局を代表して、企画財政部長の中村より一言ご挨拶を申し上げる。

委員のみなさまには、この第６次の川口市総合計画の策定にあたり、公私

ともにお忙しい中、格別のご尽力をたまわりましたことを、この場をお借

りして、心から御礼を申し上げる。 

昨年の 10 月に市長から諮問を受け、総合計画の策定に留まらず、市政に

対してさまざまな角度、視点から貴重なご意見を頂戴した。本日その集大

成として、時代の変化や市民の多様なニーズを織り込んだ、充実した答申

案にまとめていただけたものと考えている。 

今後の予定としては、10 月 17 日金曜日に、正副会長から市長宛てに答

申を行い、市議会への説明を経て、基本構想部分について 12 月の市議会定

例会で議案として提出し、審議いただく予定となっている。 

議会における審議を経て可決いただいたのちは、この計画の理念に基づ

き、将来都市像である「産業と文化と自然が調和した 輝きあふれるまち 

川口」を目指し、職員が一丸となり、個々の施策、事業を進めていきたい

と考えている。 
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正副会長をはじめとして、委員のみなさまには、今後も市政運営に対し、

引き続きのご理解とご協力をお願い申し上げるとともに、委員のみなさま

のさらなるご活躍とご健勝をお祈り申し上げて、御礼の言葉とさせていた

だく。約１年間の長きにわたり、誠にありがとうございました。 

 

４ 閉会 

 

 

 


